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PRESS RELEASE  2024/7/3 

大学院地球環境科学研究院 令和 6 年度公開講座 
「生物学の技術と挑戦：環境問題の解決への糸口」を開講 

【概要】 
北海道大学大学院地球環境科学研究院では、令和 6年度公開講座「生物学の技術と挑戦：環境問題 

の解決への糸口」を開講します。本講座では、海洋や森林など、様々な環境に生息する生物の研究と、
その研究活動から見えてくる新しい視点について、研究者が自身の言葉で分かりやすくお伝えします。 

【講 座 名】 北海道大学大学院地球環境科学研究院公開講座 
 「生物学の技術と挑戦：環境問題の解決への糸口」 

Technologies and Challenges in biology: Clues to solving environmental issues 
【日  程】 令和 6年 8月 27日（火）～ 令和 6年 9月 24日（火）18:00～19:30 
【場 所】 地球環境科学研究院内講義室またはオンライン 
【開催方法】 対面及びオンライン 
【主  催】 北海道大学大学院地球環境科学研究院 
【対  象】 高校生または満 18歳以上の方 
【募集人数】 対面講義 70名、オンライン講義 150名 
【参 加 費】 5000円 
【申込期間】 仮申し込み（受講登録）：令和 6年 7月 1日（月）～ 令和 6年 7月 11日（木） 

  仮申し込み後、受講可となった方へ本申し込みに必要な手続き書類等を郵送します。 
【申込方法】 詳細は北海道大学大学院地球環境科学研究院のホームページでご確認ください。 

  https://www.ees.hokudai.ac.jp/?p=7753 

【講義題目・講師】 
第 1回 8月 27日（火） 

講師：大学院地球環境科学研究院 教授 相場慎一郎 
講義題目：「気候と森林：地理的分布と気候変動の影響」 

第 2回 9月 3日（火） 
講師：北方生物圏フィールド科学センター 准教授 中村 剛 
講義題目：「絶滅危惧植物の保全と植物園の役割」 

第 3回 9月 10日（火） 
講師：低温科学研究所 助教 高林厚史 
講義題目：「光環境適応から考える藻類から陸上植物への進化と地球環境の変遷」 
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  第 4回 9月 17日（火） 
講師：大学院地球環境科学研究院 助教 早川卓志 

    講義題目：「繰り返される森林火災と乗り越えてきた野生動物の暮らし」 
 
  第 5回 9月 24日（火） 

講師：大学院水産科学研究院 准教授 芳村 毅 
講義題目：「二酸化炭素の吸収の場として注目される沿岸海域の役割」 

 
お問い合わせ先 
北海道大学環境科学事務部教務担当 
ＴＥＬ 011-706-2205  ＦＡＸ 011-706-4867  メール kyomu@ees.hokudai.ac.jp 

配信元 
北海道大学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8条西 5丁目） 
ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  



  
  
  

北北海海道道大大学学大大学学院院地地球球環環境境科科学学研研究究院院  

令令和和 66 年年度度    公公 開開 講講 座座  

「「生生物物学学のの技技術術とと挑挑戦戦：：環環境境問問題題のの解解決決へへのの糸糸口口」」  
TTeecchhnnoollooggiieess  aanndd  cchhaalllleennggeess  iinn  bbiioollooggyy：：CClluueess  ttoo  ssoollvviinngg  eennvviirroonnmmeennttaall  iissssuueess  

  
  
  

  

  

  
  
  
  
実実施施期期間間  令令和和 66 年年 88 月月 2277 日日（（火火））～～  99 月月 2244 日日（（火火））  
会会    場場  北北海海道道大大学学大大学学院院地地球球環環境境科科学学研研究究院院内内講講義義室室及及びびオオンンラライインン  
主主    催催  北北海海道道大大学学大大学学院院地地球球環環境境科科学学研研究究院院  
後後    援援  札札幌幌市市教教育育委委員員会会  

    



  
  

◎◎公公開開講講座座開開催催ににああたたっってて    
北海道大学大学院地球環境科学研究院長 谷本 陽一 

 
私たちはいま、様々な環境問題に直面しています。気候変動や環境汚染など多くの課題があ

りますが、それらの課題には多くの場合、生物学的な現象が関係しています。例えば温室効果

ガスである二酸化炭素やメタンは、生物そのものや、生物遺骸に由来するとされる化石燃料の

利用から排出されます。また、人間活動に伴って生息環境が脅かされ、絶滅の危機に瀕してい

る生物も多くいます。生物学は、それ自体は生命現象を明らかにすることを目的としています

が、その解明を目指す試みを通じて、環境問題の解決につながる糸口をもたらす場合がありま

す。本講座では、海洋や森林など様々な環境に生息する生物の研究と、その研究活動から見え

てくる新しい視点について、研究者たちが自分の言葉でわかりやすくお伝えします。多くの皆

様の受講をお待ちしています。 
 
 

 

  
    

第 1回 8 月 27 日（火） 講師：大学院地球環境科学研究院 教授 相場 慎一郎  
講義題目：気候と森林：地理的分布と気候変動の影響 
概要：豊富な降水量に恵まれた日本は森の国ですが、同様の湿潤地域は日本の南の東南ア

ジアまで続いています。本講義では、まず、この地域における緯度と標高に沿った森林の地

理的分布について概説します。さらに、森林の継続観測によって明らかにされてきた、地球

温暖化などの気候変動が森林に及ぼす影響について解説します。 

第 2回 9 月 3 日（火） 講師：北方生物圏フィールド科学センター 准教授 中村 剛  
講義題目：絶滅危惧植物の保全と植物園の役割 
概要：世界の植物種の 20-50%が絶滅の危機にあり、生物多様性条約では 2030 年目標とし

て、野生種が環境変化に適応できる可能性を維持するために種内の遺伝的多様性を守るこ

とが掲げられました。絶滅危惧植物の遺伝的多様性の解明、増殖法の確立、自生地への野生

復帰、植物園の保全ネットワーク等について、ご紹介します。 

第 3回 9 月 10 日（火） 講師：低温科学研究所 助教 高林 厚史  
講義題目：光環境適応から考える藻類から陸上植物への進化と地球環境の変遷 
概要：光合成生物は極域を含む多様な環境に適応し生態系を支えています。また光合成生

物の進化、例えば酸素発生型光合成生物や陸上植物の誕生は、地球環境に大きな影響を与

えてきました。本講義では初めに光合成の基礎を概説した後、光合成生物の光環境適応機

構、さらには、地球環境と光合成生物の進化について議論します。 
第 4回 9 月 17 日（火） 講師：大学院地球環境科学研究院 助教 早川 卓志  
講義題目：繰り返される森林火災と乗り越えてきた野生動物の暮らし 
概要：急激な地球温暖化により世界中の森の気温が上昇し、大規模な森林火災が頻発して

います。森林生態系の中で活動する野生動物にとって火災は致命的なものです。中でもオ

ーストラリアのユーカリの森と絶対共生をしているコアラが劇的に森林火災に翻弄されて

います。コアラを例に、野生動物の現状と火災への適応について紹介します。 
第 5回 9 月 24 日（火） 講師：大学院水産科学研究院 准教授 芳村 毅  
講義題目：二酸化炭素の吸収の場として注目される沿岸海域の役割 
概要：沿岸の、特に浅海域の生態系の働きにより海に取り込まれ、蓄積される炭素はブルー

カーボンと呼ばれ、二酸化炭素吸収源対策の新しい選択肢として注目されています。海草

や藻類は光合成により海水中の二酸化炭素を消費し、その減少した分が大気から吸収され

ることになります。実際に汽水域で海水中の二酸化炭素量の変動を観測した例を示しなが

ら、沿岸海域の役割について考えます。 

  

【【公公開開講講座座概概要要】】  

１. 開講日程  令和 6 年 8月 27 日（火）～9 月 24 日（火）（毎週火曜日開催） 

18:00～19:30（質疑応答時間含む） 

２. 実施場所  地球環境科学研究院内講義室（対面）及びオンライン                         

３. 受講資格  高校生または満 18 歳以上の方であればどなたでも受講できます。 

４. 受講方法  対面講義 70 名／オンライン講義 150 名 
（（どどちちららかかをを選選択択ししててくくだだささいい。。併併用用受受講講ははででききまませせんん。。））  

５. 受 講 料  55,,000000 円円 

※定員に満たない場合のみ、特定回の受講を受け付けます。特定回のみ受講

の場合の受講料は 1,500 円／回です。 
※定員を超えた場合は、申込期間中でも受講が許可されない場合があります。 
※高校生は無料です。（生徒手帳コピー等の提出が必要） 
※納入後の返金はできません。 

６. 修了証書  ３回以上受講した方のうち希望者には、最終講義終了後に修了証書を交付します。  
  

  

【【申申込込方方法法】】  

１．申込方法 

以下の①及び②を完了することで受講申込みが完了となります。 

① 仮申込み（受講登録）：令令和和66年年77月月11日日（（月月））～～  77月月1111日日（（木木））【【必必着着】】  

② 本申込み（受講料払込、本申込書提出）：8 月上旬予定 

 

２．申込手順 

① 仮申込み GGooooggllee フフォォーームムかかららおお申申込込みみくくだだささいい。。  

→→  https://forms.gle/3bu2wwwaJUYJ9nfk6   
       ※ 7 月 1 日（月）午前 10 時からアクセス可能になります。 

 

＜GGoooogglleeフフォォーームムかかららののおお申申込込みみがが出出来来なないい場場合合ののみみ＞＞  

パンフレットに綴込みの「仮申込書」に記入して裏面書類送付先へ郵送またはメール添

付でお送り下さい。FFAAXXででのの申申込込みみははででききまませせんん。。 

メールに添付し送信する場合、タイトルは「公開講座仮申込（仮申込者氏名）」とし 

てください。 

 ※「仮申込み」は、受講を確約するものではありません。 

  

② 本申込み  

受講の可否については、7月末日までにお知らせします。その後、受講可となった 

方へは「本申込み」に必要な手続書類等を郵送します。 

手続書類が届きましたら、同封されている受講料振込用紙（払込取扱票）により、 

金融機関にて受講料を納付の上、手続要領に基づき必要書類を送付してください。 

高校生は、受講料納付は不要です。生徒手帳コピー等を提出してください。 

「本申込み」受理後、受講許可の通知を送付します。 

 

※本申込みの手続き完了をもって受講申込み完了となりますので、ご注意ください。 
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概要：沿岸の、特に浅海域の生態系の働きにより海に取り込まれ、蓄積される炭素はブルー

カーボンと呼ばれ、二酸化炭素吸収源対策の新しい選択肢として注目されています。海草
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ら、沿岸海域の役割について考えます。 

  

【【公公開開講講座座概概要要】】  

１. 開講日程  令和 6 年 8月 27 日（火）～9 月 24 日（火）（毎週火曜日開催） 

18:00～19:30（質疑応答時間含む） 

２. 実施場所  地球環境科学研究院内講義室（対面）及びオンライン                         

３. 受講資格  高校生または満 18 歳以上の方であればどなたでも受講できます。 

４. 受講方法  対面講義 70 名／オンライン講義 150 名 
（（どどちちららかかをを選選択択ししててくくだだささいい。。併併用用受受講講ははででききまませせんん。。））  

５. 受 講 料  55,,000000 円円 

※定員に満たない場合のみ、特定回の受講を受け付けます。特定回のみ受講

の場合の受講料は 1,500 円／回です。 
※定員を超えた場合は、申込期間中でも受講が許可されない場合があります。 
※高校生は無料です。（生徒手帳コピー等の提出が必要） 
※納入後の返金はできません。 

６. 修了証書  ３回以上受講した方のうち希望者には、最終講義終了後に修了証書を交付します。  
  

  

【【申申込込方方法法】】  

１．申込方法 

以下の①及び②を完了することで受講申込みが完了となります。 

① 仮申込み（受講登録）：令令和和66年年77月月11日日（（月月））～～  77月月1111日日（（木木））【【必必着着】】  

② 本申込み（受講料払込、本申込書提出）：8 月上旬予定 

 

２．申込手順 

① 仮申込み GGooooggllee フフォォーームムかかららおお申申込込みみくくだだささいい。。  

→→  https://forms.gle/3bu2wwwaJUYJ9nfk6   
       ※ 7 月 1 日（月）午前 10 時からアクセス可能になります。 

 

＜GGoooogglleeフフォォーームムかかららののおお申申込込みみがが出出来来なないい場場合合ののみみ＞＞  

パンフレットに綴込みの「仮申込書」に記入して裏面書類送付先へ郵送またはメール添

付でお送り下さい。FFAAXXででのの申申込込みみははででききまませせんん。。 

メールに添付し送信する場合、タイトルは「公開講座仮申込（仮申込者氏名）」とし 

てください。 

 ※「仮申込み」は、受講を確約するものではありません。 

  

② 本申込み  

受講の可否については、7月末日までにお知らせします。その後、受講可となった 

方へは「本申込み」に必要な手続書類等を郵送します。 

手続書類が届きましたら、同封されている受講料振込用紙（払込取扱票）により、 

金融機関にて受講料を納付の上、手続要領に基づき必要書類を送付してください。 

高校生は、受講料納付は不要です。生徒手帳コピー等を提出してください。 

「本申込み」受理後、受講許可の通知を送付します。 

 

※本申込みの手続き完了をもって受講申込み完了となりますので、ご注意ください。 
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【【申申込込みみににああたたっっててのの注注意意事事項項】】（（必必ずずおお読読みみくくだだささいい！！））  

本公開講座は、遠隔地から参加を希望される方にも配慮し、対面講義の様子をオンラインでも

配信するハイブリッド形式で実施します。オンラインで受講される方は、以下の点についてご理

解の上での申し込みをお願いします。 
1. 講義においては、対面参加者を優先させていただきます。そのため、オンライン参加者は、

会場での意見交換、実物展示などの体感型講義、質疑応答など、様々な面において、対面参
加者と同等の体験を得られない可能性があります。 

2. オンライン参加者からの質問は、音声ではなくチャットでお願いすることがあります。 
3. 配信には最善を尽くしますが、技術的トラブル等が発生した場合、十分な品質の配信が実施

できなかったり、配信自体が中止されたりする可能性があります。 
4. 上記のいずれの事態が発生した場合でも、受講料の返金等の対応は致しかねますので、予め

ご了承ください。 
 
 

北海道大学大学院地球環境科学研究院 

 
 
 
問い合わせ・書類送付先  北海道大学環境科学事務部（教務担当） 

住 所：〒060-0810 札幌市北区北１０条西５丁目 

メール：kyomu@ees.hokudai.ac.jp  

 

交交通通案案内内  
＜＜地地下下鉄鉄南南北北線線利利用用のの場場合合＞＞  

北北１１２２条条駅駅下下車車  徒徒歩歩５５分分  
＜＜ＪＪＲＲ利利用用のの場場合合＞＞  

札札幌幌駅駅下下車車（（北北口口））  徒徒歩歩１１００分分 
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